
Color Science Association of Japan

NII-Electronic Library Service

Color 　 Scler ユce 　 Assoclatlon 　 of 　 Japan

一

壁紙の色彩の印象と壁紙による肌色の印象に関する検討

lmpression ◎f　wallpaper 　color 　and 　the　in刊uence 　to　the　impression　of 　the

complexion 　by　wallpaPer 　color．

齋藤美穂

國東千帆里

今村誠太郎

俣野剛史

大原千佳子

Miho　SAITO

Chihoh　KUNITO

SeitaK）IMAMURA

Takashi　MA 「ANO

Chikako　OHARA

早稲田大学人間科学学術院

早稲田大学大学院人間科学研 究科

早稲田 大学人間科学部

大 日本印刷株式会社住空間マ テリア ル 事業部

大 日本印刷株式会 社住空 間マ テ リア ル 事業部

Kbyw   ds： 壁紙 、 肌 色 、 因子分析 、
コ レス ポンデン ス

分析

1．は じめに

石瀬 ・百瀬 ・齋藤 （2008）は壁面色の違い に よる気分の

変化お よび生理 的効果に関する研究を行い ，壁面色に

よっ て異なる印象や気分が得られ る こ とを報告 した 。

國東 ・今村 ・齋藤 ・俣野 ・大原（2011）は壁紙の 印象評

価，使用 目的に応 じた壁紙の適合性，壁紙による肌色の

印象評価を行 っ た 。 印刷物は
一
般的に網点で構成され

その密度によっ て視覚的な濃淡を表現する こ とができ

る。密度が低い と淡く，密度が高い と濃い 色が印刷 され

る。 本研究では網点の密度によっ て もた らされ る色の

濃淡の 違い を数値で表 し
，國東 ら（2011）の刺激 とは異

なる濃度の壁紙を用い て 検討を行 う。

2．目的

　本研究の 目的は ， 研究 1 ：壁紙の色彩の 印象評価，

研究H ：居住空 間の使用 目的に応じた壁面色彩の 適合

性 ，研究m ：壁紙による肌色の 印象評価を行う。壁 紙の

同色相におい て濃度による印象の差異があるの か検討

を行い ，居住空間に適 した肌色 をきれい に見せ る壁紙

の 検討を行う。

3．方法

　濃度の低し壁 紙を中心 とした実験 A
， 濃度の 高レ壁

紙を中心 とした実験 B と分けて 実施した。

　3．1，実験対象者

　実験 A は男性 27人 ， 女tt　44人 の計 71人 （平均年

齢 22．1歳）。 実験 B は男性 30 人，女性 38人の 計 68

人 （平均年齢 22．19歳）。

　3．2．刺激

　塗 り壁 をモ チーフ にした 「サーマ ル デ コ （大 日本印

刷製の 壁紙）」を印刷した赤， 黄， 緑 青，橙，無彩色

の濃度 50
， 濃度 200 の壁紙を使用 した。 濃度の値は値

が大きくなるほ ど密度が 高く、濃い色で ある。 更に印
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刷紙と印刷紙に パ ール を格子状に印刷 した勅敷を加え ，

計 ／4刺激を使用 した （表 1）。これらをコ の 字型パネ

ル に貼付し，D65光源の真下に設置 した。

　3．3，手続き

　壁紙に対する印象につ い て SD 法を用い て回答させ

た （研究 1）。また 自分の家をコ
ー
ディネ

ー
トするとし

た ら，それぞれ の壁紙を どの 部屋 に用い たい か複数選

択可 と し 回答させ た （研究 H ）。 次に ， 設置 した壁紙を

背景とした時に， 被験者 自らの 内腕の肌色に対する印

象に つ い て SD 法を用い て回答 させ た （研究 1）。使用

した形容詞対と項 目を表 2 に示す 。

　 　 　 　 　 　 表 2．使用 した形容詞対 と項 目
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4．結果と考察　（研究 1 ：壁紙の色彩印象評価）

　4．　1．壁紙の色彩の 印象

　 実験A，実験Bそれぞれで ， 刺激 によっ て印象評定

平均値に有意な差があるか検討を行うために分散分

析 を行 っ た。 実験B におい て 「暖か い 」項 目の主効果

は 有 意 で あ っ た （F（4．064，
272．311）＝ 148．　006

，

〆．OO1）。 赤200と青200，緑200と青200，緑 200と無彩

色200との 間などで有意な差が認 め られ ，赤 200や緑

200が青200や無彩色 20  よりも有意に暖か く感 じられ

て い る こ とが認め られ た。暖色系の みならず緑200も

　「暖か い 」得点が高い こ とが特徴的で あっ た。

　4．2．因子分析

　印刷紙とパ ー
ル を除く全て の 評定値に関 して最尤

法プ ロ マ ッ クス 回転の 因子分析を行っ た結果，3 因子

が抽出され た 。 第 1因子は 「落ち着きの ある」 「親 しみ

やすい 」等 ， 第 2因子は 「明るい 」 「軽やか な」等，第

3因子は 「暖か い 」 「女性的な」， 第 3 因子 は 「平凡な」

形容詞対が含まれ，順に評価性因子，軽 BA性因子，暖

か さ因子 と命名 した。 赤 50，赤 200，緑 50 は全て の 因
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子にお い てプラ ス の得点を示 し
，壁紙 とし て の適用性

が高い とい える 。 因子得点が色相別 ， 濃度別に有意な差

があるか検討を行 うため 2要因の 分散分析を行 っ たと

こ ろ，全て の 因子で色相による主効果が認め られ，壁紙

の 印象は色相による影響が大きい と考える 。

5．結果と考察　（研究 H ：壁紙の適合陶

　研究 H の データに関して コ レ ス ポンデン ス 分析を

行 っ た
。 横軸は壁紙の色相軸，縦軸は部屋 の 公共性軸と

した 。 公共 性の 高い 部屋は橙 50
，

パ ール
， 無彩色 50

の近 くに位置 し壁紙として親 しみやすい色相で濃度の

低レ壁 紙が公 共性の 高い 部屋で好まれるこ とが示唆さ

れた。公共性が少し下が る部屋では馴染み の ある色相

が好まれ るなかで も， 少 し色味をもっ た壁紙が好まれ

た。 トイ レ は緑 50
， 青 50が近 くに位置 し，色味の 強

い 壁紙で も トイ レ で は使用 して も良い と考えられて い

た。以上 よ り，壁紙の適合性に関 しては壁紙の 色相に よ

る影響が大きい が，色の深 さも影響し ，部屋の 公共性の

程度によっ て適した壁紙 の 色彩が判断されて い る こ と

が示唆 された。
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6．結果と考察　（研究皿 ：肌色の 印象評価）

　6，1．肌色の印象

　実験 A，実験 B それぞれで ， 壁紙の色彩による肌色

の 印象評定値平均につ い て有意差があるか検討を行 う

ために分散分析を行 っ た。実験 A，実験B ともに 「ぼん

や り」 項 目の主効果は有意で あっ た。実験 A におい て

は印刷紙と赤 50 の 間， 印刷紙と橙 50 の 間な どで ，実

験 B にお い ては赤 200 と青 200 の 間，橙 200 と緑 200

の 間などで 有意な差が認め られ，赤 50
，橙 50，赤 200，

橙 200 とい っ た暖色系の壁紙は肌色をぼんやり見せ る

効果が示唆された。 また赤 50 は 「きれい に見え る」得

点が有意に高い こ とが認め られたが ，濃度 200 の壁紙

におい ては同項 目における有意な差は認められなか っ

た 。 従っ て ， 肌色の 印象は壁紙の 色相だけで なく濃度の

影響も受ける と示唆された。

　 6．2．因子分析

　印刷紙 とパ ー
ル を除く全て の 評定値 に関して 最尤

法プ ロ マ ッ クス 回転の 因子分析を行 っ た結果 ，
2 因子

が抽出された 。 第 1 因子は 「健康な」 「活動的な」等，

第 2因子は 「色 白の 」「上品な」等の形容詞対が含まれ，

順に活動性因子 ， 美肌因子 と命名 した。赤 50，無彩色

50，緑 200は全て の 因子 の 得点が高く肌色をきれ い に

見せ る可能性が示唆された 。 因子得点が色相別 ，濃度別

に有意な差があるか検討を行 うため 2要因の 分散分析

を行 っ たところ，活動性因子にお い て交互作用が認め

られ，緑の 色相にお い て濃度 200 の 方が活動 陸をよ り

高めることが示唆された。

7．肌色の 印象評価に関する補足実験

　7．1．目的

　壁紙に肌をか ざした状態で肌色を測色 し
，肌 色の 印

象評価の 違い が心理的要因に よる もの なの か，物理的

要因に よるもの なの か検討を行 う。

　7．　2．方法

　男女 1名ずつ の被験者がパ ー
ティシ ョ ン の 中で内腕

を壁紙にか ざした。 手首か ら iscm程の肌の部位に焦点

を合わせ
， 接触型分光測色計 （SR−3A）で測色 した 。 測色

値は L＊値，C＊値 を使用 した 。

　7，3．結果 と考察

　同
一

人物の 肌 色で も背景 となる壁紙によ っ て肌色

が物理的に 変化 して い る こ とが認め られた。 両被験者

の特徴と して ， 肌色の 困 直が高い の はパ ール ，印刷紙

で あっ た。 C＊値が高い のは赤 50，赤 200，　es　50，黄 20，

C＊値が低い の は緑 200，青 200であ っ た。肌色の 廴殖

はパ ール ，印刷紙 とい っ た白地 の 壁紙の 時に高くなる

こ とが示 唆され た。 C＊値は色相の影響を受け，暖色系

の壁紙で は肌色の （困直が高くなり， 寒色系の 壁紙では

肌色の 〔図直が低くなる こ とが示唆された。

8．ま とめ

　壁紙の 印象 ，壁紙の 適合性は壁紙 の 色相に よる影響

が大きく，それ に続い て濃度による影響があると考え

られた。肌色の 印象におい ては，赤 50 と緑 200が肌色

をきれ い に見せ る可能性が示唆され ，濃度に よる差異

が認め られた。また壁紙を背景とした時の 肌色の 印象

は心理的要因と物理的要因の双方が影響 して い るこ と

が認め られた。本実験におい て は壁紙の 印象と適用 陸

を考慮 し，
か つ 肌色をきれい に見せ る壁紙は赤 50（L＊

値 ：91，28，a絣直；
−3．64， 囲直：10．99）であるこ とが示唆

された。
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